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新小岩診療所・診療案内

江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内

江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～12時30分
松村所長 和泉祐一 松村所長

新田英昭注②
診療受付

10:00～
12:30

（訪問診察）

関口康宣

第1.3.5
安藤浩

第2.4
工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①

予約外来
松村所長

注①

予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①

予約外来
松村所長

関口康宣
（訪問診察）

休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～
12時30分

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

佐藤武文
(内科・神経内科)

田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司

(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮

第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村所長

(内科)

外来休診

田村所長

(訪問診療)

大内修司
(内科・糖尿病)

佐野裕之

(訪問診療)

田村所長
(内科)

外来休診

休診田村所長

(訪問診療)

夜間

18時～20時
休診

田村所長

(内科)

大倉哲朗

(内科外科)
休診

田村所長

(内科)
休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 瀬底

午後

14時～17時
高野所長 高野所長

外来休診
高野所長

外来休診
休診

訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

マ
イ

バ
ス

ケ
ッ

ト

葛
西

み
な

み
高

校
入

口

環
七

通
り

↑

バスターミナル

浦安方面→

社
会
保
障
の
拡
充
や
医
師
、
看

護
師
、
介
護
職
員
、
保
育
士
な
ど

の
大
幅
増
員
と
処
遇
改
善
、
憲
法

改
悪
反
対
な
ど
を
求
め
て
、

10月

11日
「
憲
法
い
の
ち
社
会
保
障
ま

も
る
国
民
集
会
」
が
日
比
谷
野
外

音
楽
堂
で
開
か
れ
、
３
７
０
０
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。

会
場
は
、
全
国
か
ら
参
加
し
た

人
々
で
昼
前
か
ら
埋
ま
り
、
江
戸

川
健
康
友
の
会
か
ら
も

10人
が
参

加
し
ま
し
た
。

大
会
実
行
委
員
会
を
代
表
し
て

挨
拶
を
し
た
日
本
医
労
連
の
森
田

し
の
ぶ
さ
ん
は
、

「
ひ
と
り
一
人
が
健

康
に
生
き
、
働

き
、
生
活
で
き
る

社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
憲
法
ま
も

れ
の
声
を
大
き
く

広
げ
ま
し
ょ
う
。

社
会
保
障
の
解
体

と
戦
争
す
る
国
づ

く
り
は
許
さ
な
い

と
国
民
に
訴
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し

た
。ゲ
ス
ト
の
「
戦

争
さ
せ
な
い
９
条
壊
す
な
総
が
か

り
行
動
実
行
委
員
会
」
の
菱
山
南

帆
子
さ
ん
か
ら
は
「
医
療
・
福
祉

の
切
り
捨
て
反
対
と
軍
事
費
削
減

を
一
つ
の
も
の
と
し
て
た
た
か
い

ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
地
を
這
う

よ
う
な
活
動
と
３
０
０
０
万
人
署

名
が
功
を
な
し
て
、
改
憲
論
議
は

安
倍
総
理
の
思
う
よ
う
に
進
ん
で

い
ま
せ
ん
。
市
民
と
野
党
の
地
道

な
た
た
か
い
で
、
最
後
ま
で
が
ん

ば
り
抜
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

力
強
い
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
立
憲
民
主
党
、
日
本
共

産
党
か
ら
国
会
議
員
が
参
加
し
、

挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

各
分
野
の
５
人
が
発
言
し
、
医

師
ユ
ニ
オ
ン
代
表
か
ら
「
厚
労
省

は
働
き
方
改
革
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
過
労
死
で
亡
く
な
っ
て
い
る

医
者
が
い
る
の
に
医
師
は
労
働
者

じ
ゃ
な
い
と
い
わ
れ
て
話
に
な
り

ま
せ
ん
。
４
割
の
人
が
過
労
死
ラ

イ
ン
と
い
う
状
況
、
医
者
も
健
康

を
守
れ
な
い
、
患
者
の
医
療
も
守

れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
」
と
訴

え
が
あ
り
ま
し
た
。

介
護
現
場
か
ら
は
、
「
大
変
深
刻

な
人
手
不
足
。
募
集
を
出
し
て
も

人
が
来
な
い
。
介
護
保
険
制
度
の

改
悪
と
雇
用
形
態
、
賃
金
が
低
い

か
ら
で
す
。
み
ん
な
ギ
リ
ギ
リ
の

状
態
で
働
い
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
で
は
社
会
保
障
制
度
そ
の
も
の

と
老
後
の
生
活
が
崩
れ
て
し
ま
し

ま
す
。
」
と
切
実
な
訴
え
が
あ
り
ま

し
た
。

集
会
は
ア
ピ
ー
ル
を
読
み
上

げ
、
厚
生
労
働
省
に
向
け
、
「
い
の

ち
ま
も
る
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
か

か
げ
、
「
軍
事
費
を
削
っ
て
社
会
保

障
に
ま
わ
せ
！
」
な
ど
の
コ
ー
ル

を
行
い
ま
し
た
。

集
会
の
後
、
参
加
者
は
銀
座
パ

レ
ー
ド
を
行
い
江
戸
川
友
の
会
会

員
も
参
加
ま
し
た
。

（
森
岡
）

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

環
七
通

り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今
井
街
道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

新
小
岩

駅

平
和
橋
通
り

松
島
四

丁
目

公
園

市
川
方
面
→

松
島
通
り

新
小

岩
診
療

所
↓

〝
社

会
保

障
の

解
体

許
さ

な
い

〟

医
療

・
介

護
の

充
実

を
―

憲
法

・
い

の
ち

社
会

保
障

ま
も

る
国

民
集

会
―

〝いのちまもる〟のプラカードを胸に会場の舞台に勢ぞろいした

友の会・東部地域の参加者

江戸川健康友の会の仲間
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どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助けに

なるのです。

なぎさ薬局

TEL03-5679-7137／ FAX03-5679-7138

多種類のビタミンをまとめて飲める「マルチビ

タミン」のサプリメントが売れています。ビタミ

ンは 20 世紀初頭、欠乏すると脚気のような命にか

かわる病気を引き起こす物質として発見され、栄

養素の概念を革新しました。

食糧難の記憶が色濃く残る 1950 年代に総合ビタ

ミン剤が発売されると、製薬会社による「滋養強

壮」の宣伝により、日本の中高年世代には「疲れ

たらビタミンを飲む」というイメージがすり込ま

れています。ここ 20 年は「健康補助食品」として

販売が増え、「抗酸化作用で老化を防ぐ」「がんに

効く」などの不確かな情報とともにビタミンＣ・

Ｅ・Ａが注目を浴びています。

●それぞれの役割と効果

ビタミンＣはコラーゲンの合成に大切な役割を

果たすとされ、美肌効果を期待して使われていま

す。また、ストレスに対抗

するホルモンの合成に関わ

り、喫煙によって起こる酸

化反応を抑える力もあるこ

とから「免疫力を高める」

と期待されましたが、治療

や予防に使う水準の効果は

ありません。

ビタミンＥは抗酸化作用が強く、体内の細胞膜

の酸化による老化を防ぐ働きがあります。また、

手足などの末梢血管を拡張して循環を良くする効

果はありますが、心臓血管系の重大な病気の予防

に関しては評価が分かれています。

ビタミンＡは欠乏による夜盲症が有名ですが、

細胞の増殖・分化をコントロールする物質として

臓器の成長・維持に重要な役割を果たしていま

す。妊娠初期の過剰摂取は、胎児に奇形を生じる

ことが警告されています。危険性が高いため、サ

プリメントとしては体内でビタミンＡに変換され

るβカロテンが利用されています。（次回につづく）

「いつでも元気」より転載

編
集
後
記

▼
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
マ
ス
コ
ミ

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
、
プ
ロ
野
球

ド
ラ
フ
ト
会
議
の
話
題
で
す
。
今
年
の

特
徴
は
、
十
二
球
団
中
春
夏
甲
子
園
で

活
躍
し
た
十
一
名
の
高
校
生
が
第
一
指

名
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
未
来
の
日
本
球

界
を
背
負
う
逸
材
た
ち
の
人
生
が
か

か
っ
た
一
大
イ
ベ
ン
ト
が
ド
ラ
フ
ト
会

議
で
す
。
し
か
し
、
意
中
の
好
き
な
球

団
が
あ
っ
て
も
、
く
じ
引
き
で
入
団

チ
ー
ム
が
き
ま
っ
て
し
ま
う
の
が
こ
の

制
度
で
す
▼
日
本
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
で

野
球
と
な
ら
ん
で
人
気
が
あ
る
の
が
Ｊ

リ
ー
グ
の
サ
ッ
カ
ー
で
ず
。
Ｊ
リ
ー
グ

に
は
ド
ラ
フ
ト
が
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ッ

カ
ー
は
欧
州
中
心
に
制
度
が
成
り
立

ち
、
選
手
に
チ
ー
ム
選
択
の
権
利
が
与

え
ら
れ
な
い
の
は
不
公
平
だ
と
、
ド
ラ

フ
ト
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
野
球
が

ド
ラ
フ
ト
で
戦
力
が
均
衡
化
さ
れ
、
今

で
は
弱
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ジ
ャ
イ
ア

ン
ツ
？
▼
巨
人
・
大
鵬
・
卵
焼
き
で

育
っ
た
世
代
の
私
は
、
大
の
巨
人
フ
ァ

ン
で
す
。
長
島
、
王
、
松
井
の
い
た
頃

の
強
い
巨
人
が
懐
か
し
く
思
う
の
は
私

だ
け
で
し
ょ
う
か
？

（
矢
野
）
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マルチビタミン（上）

10月
か
ら
生
活
保
護
の
削
減

が
強
行
さ
れ
ま
し
た
。
食
費
や

光
熱
費
な
ど
の
「
生
活
扶
助
」

の
支
給
基
準
額
が
見
直
さ
れ
、

引
き
下
げ
は
受
給
世
帯
の
約
７

割
に
及
び
ま
す
。

ま
さ
に
そ
の
時
、

10月
２
日

え
ど
が
わ
革
新
懇
主
催
の
懇
談

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ

は
「
憲
法

15条
と
政
治
革
新
」
、

講
師
は
全
生
連
（
全
国
生
活
と

健
康
を
守
る
会
連
合
会
）
の
西

野
武
さ
ん
で
す
。

お
話
の
あ
ら
ま
し

生
活
保

護
制
度
は
病
気
や
け
が
、
事
故

な
ど
で
働
け
な
く
な
っ
た
り
、

年
金
が
少
な
く
て
貯
金
も
底
を

つ
い
た
り
し
た
時
に
生
活
を
支

え
て
く
れ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
で
、
憲
法

15条
が
権
利
と
し

て
保
障
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
政
府
は
生
活
保
護
基

準
を
２
０
１
３
年
か
ら
２
０
１

５
年
の
３
年
間
で
６
７
０
億
円

引
き
下
げ
、
さ
ら
に
２
２
０
億

円
も
削
り
ま
し
た
。
市
民
は
引

き
下
げ
憲
法
訴
訟
（
い
の
ち
の

と
り
で
裁
判
）
に

19都
道
府
県

１
０
２
２
人
が
原
告
と
し
て
闘
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
判
決
が
出
な

い
う
ち
に
政
府
は
10月

か
ら
１

６
０
億
円
も
引
き
下
げ
た
の
で

す
。こ
れ
は
オ
ス
プ
レ
イ
一
機
分

の
金
額
で
す
。

生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ

は
、
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
低

所
得
者
を
対
象
と
す
る
多
く
の

施
策
（
医
療
、
福
祉
、
年
金
な

ど
）
に
影
響
が
で
ま
す
。
基
準

引
き
下
げ
へ
の
抗
議
は
、
審
査

請
求
運
動
に
発
展
し
、
２
０
１

３
年
か
ら
の
３
年
間
で
２
万
５

千
件
の
請
求
を
行
っ
て
い
ま
す
。

全
生
連
は
「
い
の
ち
の
と
り

で
裁
判
全
国
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の

中
心
に
な
っ
て
訴
訟
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
個
別
の
問
題
で
は

４
件
が
勝
訴
し
て
い
ま
す
。

懇
談
の
中
で

私
の
母
は

90

代
。
昔
は
仕
立
て
業
を
営
ん
で

い
た
が
少
な
い
収
入
で
年
金
も

掛
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
で
も
工

面
し
て
や
っ
と
の
思
い
で
掛
け

て

17年
、
い
ま
月
４
万
３
千
円

で
暮
ら
し
て
い
る
。
食
べ
る
こ

と
さ
え
大
変
な
生
活
の
上
に
入

退
院
も
あ
り
、
私
は
援
助
し
続

け
て
い
る
。
あ
る
と
き
隣
り
の

ベ
ッ
ド
の
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
人
が
７
万

円
を
自
由
に
使

え
て
い
い
、
あ

れ
買
っ
た
、
こ

れ
買
っ
た
と
吹

聴
す
る
。
聞
か

さ
れ
た
母
は
こ

ん
な
不
平
等
が

あ
っ
て
い
い
の
か
と
い
つ
も
怒
っ

て
い
る
。
（
Ｈ
さ
ん
の
発
言
よ

り
）こ
こ
に
は
貧
し
い
者
同
士
が

分
断
さ
れ
て
い
る
構
図
が
見
え

ま
す
。
「
保
護
は
受
け
た
く
な

い
」
「
肉
親
が
面
倒
見
る
の
が

当
た
り
前
」
と
い
う
風
潮
が
あ

る
一
方
で
、
い
わ
れ
の
な
い
生

活
保
護
バ
ッ
シ
ン
グ
が
あ
り
ま

す
。
憲
法

15条
が
権
利
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
憲
法
を
守
ら
ず
、

貧
困
を
放
置
し
て
い
る
政
権
こ

そ
が
元
凶
で
す
。

（
小
林
）

国
民
生

活
全
体
を
悪
化
さ
せ
る

生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ

―
え

ど
が

わ
革

新
懇

の
学

習
会

か
ら

―

生活保護の見直し例 現在 2018年10月～ 2020年10月～ 増減

40代夫婦子ども2人

（小・中学生）

都 205,000円 202,000円 196,000円 減

町 164,000円 162,000円 159,000円 減

40代ひとり親と子ども

2人（小・中学生）

都 200,000円 197,000円 192,000円 減

町 165,000円 166,000円 166,000円 増

50代の単身
都 80,000円 79,000円 76,000円 減

町 65,000円 65,000円 66,000円 増

65歳の単身
都 80,000円 78,000円 76,000円 減

町 64,000円 64,000円 64,000円 減

75才の夫婦
都 110,000円 110,000円 111,000円 増

町 80,000円 92,000円 97,000円 増

生活保護基準によって決められ、影響を

受ける制度がこんなにあります

◇最低賃金、老齢基礎年金、住民税の課

税基準

◇国民健康保険の保険税・料と医療費の

減免制度

◇介護保険料、障がい者の医療費の減免

制度

◇公営住宅家賃の減免制度

◇義務教育の就学援助や高校授業料の減

免制度

◇保育料や出産の費用が安くなる入院助

産の費用

◇住民税や固定資産税の減免制度

※ 都は大都市部 町は主に町村部
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▼
俳

句
江
戸
川

長
沢
常
良

千
木
の
端
に
鳩
の
巣
の
あ
り
柾
木
の
実

ま
さ

き

仲
宿
の
馬
頭
観
音
蕎
麦
の
花

野
牡
丹
の
花
盛
り
な
り
浜
通
り

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

新
婚
や
孫
の
バ
ッ
グ
は
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔

秋
嵐
大
事
に
し
て
た
傘
も
折
れ

濁
り
雲
白
き
ふ
よ
う
に
秋
時
雨

東
葛
西

新
真

曼
珠
沙
華
こ
こ
で
ニ
ッ
コ
リ
叔
母
の
墓

百
花
園
萩
の
ト
ン
ネ
ル
腕
し
な
る

孫
か
ら
の
剣
玉
ご
覧
と
七
五
三

東
葛
西

細
川
ひ
ろ
し

小
さ
き
手
の
父
の
足
も
み
秋
の
暮

沖
縄
の
勝
ち
噛
み
し
め
る
夜
長
か
な

こ
こ
ろ
ざ
し
大
き
く
書
き
し
冬
の
浜

▼
川

柳
南
葛
西

小
宮
山

鑑
二

松
茸
は
万
札
食
べ
る
つ
も
り
で
ね

埒
問
題
ア
メ
リ
カ
行
か
ず
に
北
へ
行
け

純
平
さ
ん
束
縛
険
し
顎
の
髭

３ ６

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月

20日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

近
く
て
遠

い
ア
ジ
ア
の
国
？

東
葛
西

伊
藤

信
子

わ
が
家
か
ら
歩
い
て

10分
の
葛
西

駅
ま
で
の
地
域
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

中
国
・
イ
ン
ド
・
タ
イ
・
ベ
ト
ナ

ム
・
ネ
パ
ー
ル
・
韓
国
料
理
の
店
が

あ
り
、
た
ま
に
訪
ね
る
。
夫
の
勤
務

し
て
い
た
学
校
で
の
ネ
パ
ー
ル
支
援

交
流
に
関
わ
っ
た
関
係
で
、
ネ
パ
ー

ル
の
店
に
は
時
々
行
き
顔
な
じ
み
に

な
っ
て
い
る
。
近
所
の
八
百
屋
さ
ん

で
は
、
中
国
人
女
性
の
店
員
さ
ん
が

い
て
、
大
き
な
声
で
「
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
」
｢
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
｣
と
、
応
対
し
て
く
れ
る
。
日
本
で

働
く
ア
ジ
ア
人
も
多
い
。

12年
ほ
ど
前
、
初
め
て
韓
国
を
旅

し
た
時
、
日
本
に
一
番
近
い
国
な
の

に
、
私
は
そ
の
歴
史
も
文
化
も
ほ
と

ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
愕
然
と

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
一
方
、

退
職
し
て
始
め
た
書
道
で
中
国
の
書

道
史
に
触
れ
、
文
字
・
紙
・
墨
な
ど

日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
文
化
に
は
畏

敬
の
念
を
抱
く
。

９
月
中
旬
、
中
国
東
北
部
（
旧
満

州
）
を
旅
し
た
。
大
連
か
ら
ハ
ル
ピ

ン
ま
で
。
日
本
が
満
州
事
変
か
ら
日

中
戦
争
・
第
２
次
世
界
大
戦
へ
と
突

き
進
ん
だ
中
国
へ
の
加
害
の
戦
跡
を

た
ど
っ
た
。

帰
り
の
飛
行
機
は
乗
客
の
ほ
と
ん

ど
が
中
国
の
人
で
、
私
の
隣
は
若
い

女
性
で
あ
っ
た
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス

の
中
国
語
が
わ
か
ら
な
い
私
に
、
｢
鶏

肉
か
、
…
｣
と
、
滑
ら
か
な
日
本
語
で

説
明
し
て
く
れ
た
。
聞
け
ば
、
長
春

の
出
身
で
上
海
大
学
を
卒
業
し
京
都

の
大
学
院
に
留
学
中
と
か
。
思
い

切
っ
て
「
私
た
ち
は
、
戦
争
中
日
本

が
中
国
に
行
っ
た
虐
殺
な
ど
の
歴
史

を
訪
ね
た
旅
行
の
帰
り
で
す
。
日
本

に
対
し
て
ど
う
思
っ
て
い
ま
す
か
。
」

と
質
問
。
「
私
た
ち
若
い
人
は
、
そ
れ

ほ
ど
反
日
感
情
は
あ
り
ま
せ
ん
。
母

や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
違
い
ま
す
が
。
」

と
の
答
え
。
意
外
の
感
を
持
つ
。

日
中
平
和
友
好
条
約
が
発
効
し
て

40年
。
日
本
で
は
、
中
国
に
対
し
て

好
感
情
を
持
つ
人
が
少
な
い
と
い
う

調
査
が
あ
る
。
領
海
問
題
や
歴
史
認

識
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
は
あ
る

が
、
お
互
い
の
国
の
歴
史
や
文
化
を

理
解
し
認
め
合
う
関
係
に
な
り
た
い

と
思
う
。

▼
短

歌
西
瑞
江

豊
田

育
子

米
兵
の
父
親
を
も
つ
玉
城
デ
ニ
ー
氏
沖
縄
方
言
に
て
知
事
の
演
説

ド
ナ
ウ
川
の
ほ
と
り
歩
み
し
旅
思
ふ
コ
バ
ケ
ン
指
揮
の
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
跳
ね
て
墨
田
の
夜
を
歩
む
生
き
る
っ
て
ま
ん
ざ
ら
悪
く
は
な
い
か

エッセイ

「
あ
さ
こ
は
う
す
」
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？
場
所
は
マ
グ
ロ

で
有
名
な
青
森
県
大
間
町
。
世

界
初
の
フ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｘ
（
モ
ッ
ク

ス
）
原
発
を
建
設
中
で
、
現
在

は
新
規
制
基
準
適
合
審
査
中
の

た
め
、
中
断
し
て
い
ま
す
。
そ

の
敷
地
の
ど
真
ん
中
に
「
あ
さ

こ
は
う
す
」
が
あ
り
ま
す
。
私

と
母
あ
さ
子
が
建
て
た
小
さ
な

ロ
グ
ハ
ウ
ス
で
す
。

母
は
た
っ
た
一
人
で
原
発
建

設
反
対
を
貫
き
つ
づ
け
、
そ
の

こ
と
を
私
が
知
っ
た
後
は
二
人

で
た
た
か
っ
て
き
ま
し
た
。
２

０
０
６
年
に
突
然
母
が
亡
く
な
っ

て
か
ら
は
、
私
の
娘
に
支
え
て

も
ら
い
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。

大
間
原
発
は
フ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｘ

（
モ
ッ
ク
ス
）
と
い
う
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
と
ウ
ラ
ン
を
混
ぜ
た
燃

料
を
、
通
常
は
三
分
の
一
し
か

使
わ
な
い
も
の
を
百
％
使
う
原

発
で
す
。
そ
し
て
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
は
地
球
上
で
最
も
毒
性
の
強

い
物
質
で
、
た
っ
た
一
グ
ラ
ム

で
百
万
人
を
発
ガ
ン
さ
せ
て
し

ま
う
物
質
な
の
で
す
。

ま
た
、
日
本
は
原
爆
の
素
に

な
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
持
ち
す

ぎ
て
い
て
「
核
兵
器
開
発
」
を

疑
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
平
和
利

用
の
た
め
と
い
う
理
由
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
さ
こ
は
う
す
は
大
間
原
発

を
敷
地
の
中
か
ら
反
対
し
、
電

力
は
全
て
太
陽
光
と
風
力
に
よ

る
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て

い
ま
す
。
動
物
達
と
暮
ら
し
な

が
ら
、
縄
文
遺
跡
や
豊
か
な
自

然
が
あ
る
魅
力
的
な
こ
の
場
所

を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
原
発
に
頼
ら
ず
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
自
然
の
大
切
さ
を

考
え
、
こ
ど
も
た
ち
が
将
来
の

夢
や
希
望
を
持
て
る
き
っ
か
け

の
場
所
に
し
た
い
で
す
。
健
康

友
の
会
の
み
な
さ
ん
の
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

電源開発（Jパワー）が本州最北端に建

設中の大間原発は、東京電力福島第一原発

事故後に工事が中断していますが、2024年

頃の運転開始に向け、今年後半の本格工事

再開をめざしています。プルサーマル発電

に特化した世界初の原発です。プルサーマ

ルとは、プルトニウムとウランの混合酸化

物（ＭＯＸ）燃料を普通の原発（軽水炉）

で燃やして発電すること。福井県にある

「もんじゅ」の廃炉が決まったため、国内

外にある47トンの備蓄プルトニウムを消費

する唯一の手段となっており、安全性や経

済性が疑問視されています。

用地買収を拒否した故・熊谷あさ子さん

の遺志を継ぎ、原発敷地内の「飛び地」で

暮らす娘の熊谷厚子さん（64）の自宅前か

らタービン建屋が見え、原発敷地と隣接す

る民家までは原子炉建屋から約500メート

ルしかはなれていません。まわりの人は億

単位のお金で土地を売っていますが、あさ

こさんは土地の売却に応じませんでした。

厚子さんを支援しよう

○厚子さんが元気で頑張れるよう激励のハ

ガキを出しましょう

○大間産の天然わかめ、ふのり、ひじき

（200円～300円）など支援物資の購入を

しましょう

○申込み・激励先：青森県下北郡大間町

字小奥396 熊谷厚子宛

○東京の連絡先：江戸川区東松本２-２-14

永井菊子・電話3658-0807

大
間
原
発
反
対
を
つ
ら
ぬ
き

こ
の
場
所
と
自
然
を
ま
も
り
た
い

「
あ
さ
こ
は
う
す
」

熊
谷

厚
子

↑ヤギのギー子

愛犬ディブ、チビ

と厚子さん

←入口の看板
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楽しく歌って

元気になろう

●毎月第４土曜日

14時～16時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

12月24日(月・祝）

クリスマス喫茶

うたごえ喫茶

いつまでも自分の

足で歩くために

●第１・３火曜日

●13時30分～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

健康体操教室

予約不要どなたでも

●毎週月曜日

●食事代

コーヒー付600円

●葛西みなみ診療所

５階ホール

楽しく

歌いましょう

●毎月 第３金曜日

13時～16時

●会費：900円

●「居酒屋好士」

●申込み：

℡.03-3651-2944

囲碁・将棋クラブ アミティエ
コカリナ
サークル

木の音色を
奏でませんか

●第１・２・４

火曜日

10時～12時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●入会見学いつでも。

●毎週 金曜日

13時～17時

●新小岩診療所

３Ｆ会議室

●参加無料です。

みなさんの参

加をお待ちし

ております。

私
の
故
郷
は
、
長
野
県
南
佐

久
郡
川
上
村
…
標
高
１
４
０
０

ｍ
高
原
野
菜
の
産
地
で
す
。
山

に
囲
ま
れ
、
千
曲
川
の
源
流
に

近
く
、
川
に
沿
っ
て
集
落
が
細

長
く
続
い
て
い
る
農
村
で
す
。

き
れ
い
な
空
気
と
水
と
山
。

冬
の
降
る
よ
う
な
星
空
は
見
事

で
す
。
夏
は
涼
し
く
て
夜
は
布

団
を
掛
け
て
寝
る
程
な
の
で
避

暑
に
は
ピ
ッ
タ
リ
！
都
会
の
林

間
学
校
宿
舎
が
２
か
所
あ
り
ま

す
。野
菜
の
最
盛
期
の
夏
は
、
夜

中
の
２
時
過
ぎ
か
ら
畑
に
出
て

野
菜
を
取
り
出
荷
。
昼
寝
２
時

間
程
入
れ
て
夕
方
６
時
過
ぎ
ま

で
農
作
業
で
す
。
勿
論
家
族
だ

け
で
は
手
が
足
り
ず
ア
ル
バ
イ

ト
で
補
充
。
近
年
は
中
国
人
や

ベ
ト
ナ
ム
人
が
来
て
い
ま
す
。

夏
の
半
年
で
一
年
分
を
稼
ぎ
、

冬
は
趣
味
や
文
化
活
動
で
ゆ
っ

く
り
と
過
ご
す
。
そ
れ
が
今
の

故
郷
の
姿
で
す
。

で
も
私
が
小
学
生
の
頃
ま
で

は
、
少
し
の
野
菜
の
出
荷
と
自

家
用
米
や
色
々
な
野
菜
を
作
る

寒
村
で
、
の
ん
び
り
し
て
い
ま

し
た
。
私
は
５
人
姉
弟
。
近
所

も
子
供
が
多
く
、
冬
は
そ
り
滑

り
、
夏
は
川
で
泳
い
だ
り
、
魚

を
取
っ
た
り
、
お
花
摘
み
、
石

け
り
、
ゴ
ム
遊
び
、
か
く
れ
ん

ぼ
、
か
け
っ
こ
そ
の
他
、
と
に

か
く
皆
で
暗
く
な
る
ま
で
よ
く

遊
び
ま
し
た
。
毎
日
が
と
て
も

楽
し
か
っ
た
。
学
校
も
成
績
は

と
も
か
く
、
皆
伸
び
伸
び
と
し

て
い
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み

る
と
豊
か
な
子
供
時
代
を
過
ご

し
た
ん
だ
な
あ
と
思
い
、
親
や

地
域
に
感
謝
で
す
ね
。

晩
秋
、
家
族
全
員
で
田
ん
ぼ

の
稲
束
を
柵
に
掛
け
る
仕
事
を

終
え
て
、
運
送
の
荷
台
に
乗
り
、

真
っ
赤
な
夕
焼
け
空
を
眺
め
な

が
ら
帰
っ
た
事
。
丸
か
じ
り
し

た
紅
玉
り
ん
ご
。
秋
に
な
る
と

懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

あ
の
頃
、
夏
草
が
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
草
原
は
山
裾
か
ら
山
肌

ま
で
徐
々
に
開
墾
し
て
全
て
畑

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
時

代
の
流
れ
…
仕
方
な
い
で
す
ね

…
。
手
に
届
き
そ
う
な
夜
空
の

星
を
眺
め
る
の
は
昔
と
変
わ
ら

ず
、
実
家
に
泊
ま
る
時
の
唯
一

の
楽
し
み
で
す
。

草
原
は
高
原
野
菜
の
畑
に

星
空
の
美
し
さ
は
変
わ
ら
ず

さわやか喫茶着物リメイクの会

長野県川上村

船堀 新沢 功子

着なくなった着物で

洋服や小物づくり

●毎週 金曜日

※11月23日は休み

●10時～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●昼食・裁縫道具持参

手芸サークル

●第1・2・3・5

水曜日

13時～16時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料ですが

作品の実費が必

要です。

一之江センター

毎週火・水・木10時～15時

みなさんの来所をお待ちし

ています。

●一之江ハーモラス

第２(土)14～16時
●小物作り

火/水/木 10～15時
●男の時間（木彫り）

第1・3(水)11～15時

●場所:一之江内科４階

カラオケ好きな方

一緒に歌いましょう！

●毎月第４水曜日

13時～

●会場 葛西駅前

「歌広場」

●参加費 1000円

カラオケサークル

●毎月第２・３木曜日

14時～16時

●飲み物・クッキー

など１００円

●新小岩診療所

３階会議室

ほっとカフェ カラオケお楽しみ会

誰
も
が
い
き
い
き
と
希
望
を

も
っ
て
、
住
み
な
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
た
い
、
は
み

ん
な
の
願
い
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
た
ん
ぽ
ぽ
会
」

は
、
健
康
友
の
会
と
連
携
し
て

江
戸
川
区
の
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
に
対
応
し

た
「
緩
和
型
通
所
介
護
サ
ー
ビ

ス
」
を

11月
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。

名
称
は
「
サ
ロ
ン
・
さ
わ
や

か
喫
茶
」
で
、
毎
週
木
曜
日
に

行
わ
れ
ま
す
。
利
用
時
間
は

11時
か
ら

16時
ま
で
の
４
時

間
で
す
。
内
容
は
、
脳
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
軽
い
体
操
な
ど
、
予

防
・
健
康
づ
く
り
が
中
心
で
す
。

利
用
対
象
者
は
、
要
支
援
１
・

２
の
方
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
「
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

を
受
け
、
事
業
対
象
と
認
定
さ

れ
た
方
で
す
。

「
サ
ロ
ン
・
さ
わ
や
か
喫
茶
」

の
場
所
は
「
葛
西
み
な
み
診
療

所
」
５
階
ホ
ー
ル
で
す
。
利
用

料
は
食
事
代
５
０
０
円
、
プ
ラ

ス
介
護
保
険
の
負
担
分
で
す
。

（
一
割
負
担
の
方
は
３
０
０
円

と
食
事
代
５
０
０
円
の
合
計
８

０
０
円
）
。
送
迎
サ
ー
ビ
ス
は

あ
り
ま
せ
ん
。
問
合
せ
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
・
た
ん
ぽ
ぽ
会
＝
電
話

３
８
７
０
‐
２
０
３
４
、
ま
た

は
健
康
友
の
会
事
務
局
５
６
７

９
‐
７
１
３
０
ま
で
。
（
黒
木
）

今年も10月を中心に、世界的規模で展開される乳

がんの早期発見啓発運動「ピンクリボンキャンペー

ン」が行われたました。

江戸川健康友の会では、10月8日、日頃から連携

している「芝健診センター」の協力でエコー検査に

よる乳がんと合わせて子宮がん検診を実施しました。

今年で13回目の婦人科健診には、区内各地から31

名の方が受診しました。1006年から始まった受信者

数は今年で累計510名となりました。

乳がんは早期に発見して治療すれば完治する可能

性の高いがんです。年に一度は受診しましょう。

32 3の会員が受診

友の会・婦人科健診

介
護

保
険

利
用
・

通
所

デ
ー

サ
ー

ビ
ス

「サ
ロ
ン
・さ

わ
や
か
喫

茶
」
で

フ
レ
イ
ル
レ

防
・健

康
づ
く
り
を
し
よ
う

「
フ
レ
イ
ル
」
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

２
０
１
４
年
に
日
本
老

年
医
学
会
が
、
高
齢
に
な
っ

て
筋
肉
や
心
身
の
活
力
が

衰
え
た
状
態
を
「
フ
レ
イ

ル
」
（
虚
弱
）
と
名
付
け

ま
し
た
。
介
護
が
必
要
に

な
る
手
前
の
活
力
が
低
下

し
始
め
た
「
健
康
と
要
介

護
の
中
間
」
の
状
態
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
「
老
化
現
象
」

と
し
て
見
過
ご
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
段
階
で

適
切
な
対
策
を
と
れ
ば
回

復
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
、

関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

介
護
の
認
定
ま
で
に
は

至
ら
な
い
フ
レ
イ
ル
の
状

態
に
自
分
自
身
が
早
く
気

づ
き
、
周
り
の
人
に
も

「
フ
レ
イ
ル
に
な
ら
な
い

よ
う
に
頑
張
ろ
う
ね
」
と

声
を
掛
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

上はおためし会に参加した会員と

下は文字を使った脳トレゲーム

紙コップを積み上げ高さを競うゲーム

クリスマス

うたごえ喫茶

12月24日（月・祝）

14:00～17:00

葛西みなみ診療所５Fホール

参加費：５００円

（ケーキ・ーみ物付）

♪みんなで唄えば

いきいき元気♪
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▼
俳

句
江
戸
川

長
沢
常
良

千
木
の
端
に
鳩
の
巣
の
あ
り
柾
木
の
実

ま
さ

き

仲
宿
の
馬
頭
観
音
蕎
麦
の
花

野
牡
丹
の
花
盛
り
な
り
浜
通
り

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

新
婚
や
孫
の
バ
ッ
グ
は
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔

秋
嵐
大
事
に
し
て
た
傘
も
折
れ

濁
り
雲
白
き
ふ
よ
う
に
秋
時
雨

東
葛
西

新
真

曼
珠
沙
華
こ
こ
で
ニ
ッ
コ
リ
叔
母
の
墓

百
花
園
萩
の
ト
ン
ネ
ル
腕
し
な
る

孫
か
ら
の
剣
玉
ご
覧
と
七
五
三

東
葛
西

細
川
ひ
ろ
し

小
さ
き
手
の
父
の
足
も
み
秋
の
暮

沖
縄
の
勝
ち
噛
み
し
め
る
夜
長
か
な

こ
こ
ろ
ざ
し
大
き
く
書
き
し
冬
の
浜

▼
川

柳
南
葛
西

小
宮
山

鑑
二

松
茸
は
万
札
食
べ
る
つ
も
り
で
ね

埒
問
題
ア
メ
リ
カ
行
か
ず
に
北
へ
行
け

純
平
さ
ん
束
縛
険
し
顎
の
髭

３ ６

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月

20日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

近
く
て
遠

い
ア
ジ
ア
の
国
？

東
葛
西

伊
藤

信
子

わ
が
家
か
ら
歩
い
て

10分
の
葛
西

駅
ま
で
の
地
域
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

中
国
・
イ
ン
ド
・
タ
イ
・
ベ
ト
ナ

ム
・
ネ
パ
ー
ル
・
韓
国
料
理
の
店
が

あ
り
、
た
ま
に
訪
ね
る
。
夫
の
勤
務

し
て
い
た
学
校
で
の
ネ
パ
ー
ル
支
援

交
流
に
関
わ
っ
た
関
係
で
、
ネ
パ
ー

ル
の
店
に
は
時
々
行
き
顔
な
じ
み
に

な
っ
て
い
る
。
近
所
の
八
百
屋
さ
ん

で
は
、
中
国
人
女
性
の
店
員
さ
ん
が

い
て
、
大
き
な
声
で
「
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
」
｢
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
｣
と
、
応
対
し
て
く
れ
る
。
日
本
で

働
く
ア
ジ
ア
人
も
多
い
。

12年
ほ
ど
前
、
初
め
て
韓
国
を
旅

し
た
時
、
日
本
に
一
番
近
い
国
な
の

に
、
私
は
そ
の
歴
史
も
文
化
も
ほ
と

ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
愕
然
と

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
一
方
、

退
職
し
て
始
め
た
書
道
で
中
国
の
書

道
史
に
触
れ
、
文
字
・
紙
・
墨
な
ど

日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
文
化
に
は
畏

敬
の
念
を
抱
く
。

９
月
中
旬
、
中
国
東
北
部
（
旧
満

州
）
を
旅
し
た
。
大
連
か
ら
ハ
ル
ピ

ン
ま
で
。
日
本
が
満
州
事
変
か
ら
日

中
戦
争
・
第
２
次
世
界
大
戦
へ
と
突

き
進
ん
だ
中
国
へ
の
加
害
の
戦
跡
を

た
ど
っ
た
。

帰
り
の
飛
行
機
は
乗
客
の
ほ
と
ん

ど
が
中
国
の
人
で
、
私
の
隣
は
若
い

女
性
で
あ
っ
た
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス

の
中
国
語
が
わ
か
ら
な
い
私
に
、
｢
鶏

肉
か
、
…
｣
と
、
滑
ら
か
な
日
本
語
で

説
明
し
て
く
れ
た
。
聞
け
ば
、
長
春

の
出
身
で
上
海
大
学
を
卒
業
し
京
都

の
大
学
院
に
留
学
中
と
か
。
思
い

切
っ
て
「
私
た
ち
は
、
戦
争
中
日
本

が
中
国
に
行
っ
た
虐
殺
な
ど
の
歴
史

を
訪
ね
た
旅
行
の
帰
り
で
す
。
日
本

に
対
し
て
ど
う
思
っ
て
い
ま
す
か
。
」

と
質
問
。
「
私
た
ち
若
い
人
は
、
そ
れ

ほ
ど
反
日
感
情
は
あ
り
ま
せ
ん
。
母

や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
違
い
ま
す
が
。
」

と
の
答
え
。
意
外
の
感
を
持
つ
。

日
中
平
和
友
好
条
約
が
発
効
し
て

40年
。
日
本
で
は
、
中
国
に
対
し
て

好
感
情
を
持
つ
人
が
少
な
い
と
い
う

調
査
が
あ
る
。
領
海
問
題
や
歴
史
認

識
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
は
あ
る

が
、
お
互
い
の
国
の
歴
史
や
文
化
を

理
解
し
認
め
合
う
関
係
に
な
り
た
い

と
思
う
。

▼
短

歌
西
瑞
江

豊
田

育
子

米
兵
の
父
親
を
も
つ
玉
城
デ
ニ
ー
氏
沖
縄
方
言
に
て
知
事
の
演
説

ド
ナ
ウ
川
の
ほ
と
り
歩
み
し
旅
思
ふ
コ
バ
ケ
ン
指
揮
の
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
跳
ね
て
墨
田
の
夜
を
歩
む
生
き
る
っ
て
ま
ん
ざ
ら
悪
く
は
な
い
か

エッセイ

「
あ
さ
こ
は
う
す
」
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？
場
所
は
マ
グ
ロ

で
有
名
な
青
森
県
大
間
町
。
世

界
初
の
フ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｘ
（
モ
ッ
ク

ス
）
原
発
を
建
設
中
で
、
現
在

は
新
規
制
基
準
適
合
審
査
中
の

た
め
、
中
断
し
て
い
ま
す
。
そ

の
敷
地
の
ど
真
ん
中
に
「
あ
さ

こ
は
う
す
」
が
あ
り
ま
す
。
私

と
母
あ
さ
子
が
建
て
た
小
さ
な

ロ
グ
ハ
ウ
ス
で
す
。

母
は
た
っ
た
一
人
で
原
発
建

設
反
対
を
貫
き
つ
づ
け
、
そ
の

こ
と
を
私
が
知
っ
た
後
は
二
人

で
た
た
か
っ
て
き
ま
し
た
。
２

０
０
６
年
に
突
然
母
が
亡
く
な
っ

て
か
ら
は
、
私
の
娘
に
支
え
て

も
ら
い
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。

大
間
原
発
は
フ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｘ

（
モ
ッ
ク
ス
）
と
い
う
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
と
ウ
ラ
ン
を
混
ぜ
た
燃

料
を
、
通
常
は
三
分
の
一
し
か

使
わ
な
い
も
の
を
百
％
使
う
原

発
で
す
。
そ
し
て
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
は
地
球
上
で
最
も
毒
性
の
強

い
物
質
で
、
た
っ
た
一
グ
ラ
ム

で
百
万
人
を
発
ガ
ン
さ
せ
て
し

ま
う
物
質
な
の
で
す
。

ま
た
、
日
本
は
原
爆
の
素
に

な
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
持
ち
す

ぎ
て
い
て
「
核
兵
器
開
発
」
を

疑
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
平
和
利

用
の
た
め
と
い
う
理
由
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
さ
こ
は
う
す
は
大
間
原
発

を
敷
地
の
中
か
ら
反
対
し
、
電

力
は
全
て
太
陽
光
と
風
力
に
よ

る
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て

い
ま
す
。
動
物
達
と
暮
ら
し
な

が
ら
、
縄
文
遺
跡
や
豊
か
な
自

然
が
あ
る
魅
力
的
な
こ
の
場
所

を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
原
発
に
頼
ら
ず
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
自
然
の
大
切
さ
を

考
え
、
こ
ど
も
た
ち
が
将
来
の

夢
や
希
望
を
持
て
る
き
っ
か
け

の
場
所
に
し
た
い
で
す
。
健
康

友
の
会
の
み
な
さ
ん
の
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

電源開発（Jパワー）が本州最北端に建

設中の大間原発は、東京電力福島第一原発

事故後に工事が中断していますが、2024年

頃の運転開始に向け、今年後半の本格工事

再開をめざしています。プルサーマル発電

に特化した世界初の原発です。プルサーマ

ルとは、プルトニウムとウランの混合酸化

物（ＭＯＸ）燃料を普通の原発（軽水炉）

で燃やして発電すること。福井県にある

「もんじゅ」の廃炉が決まったため、国内

外にある47トンの備蓄プルトニウムを消費

する唯一の手段となっており、安全性や経

済性が疑問視されています。

用地買収を拒否した故・熊谷あさ子さん

の遺志を継ぎ、原発敷地内の「飛び地」で

暮らす娘の熊谷厚子さん（64）の自宅前か

らタービン建屋が見え、原発敷地と隣接す

る民家までは原子炉建屋から約500メート

ルしかはなれていません。まわりの人は億

単位のお金で土地を売っていますが、あさ

こさんは土地の売却に応じませんでした。

厚子さんを支援しよう

○厚子さんが元気で頑張れるよう激励のハ

ガキを出しましょう

○大間産の天然わかめ、ふのり、ひじき

（200円～300円）など支援物資の購入を

しましょう

○申込み・激励先：青森県下北郡大間町

字小奥396 熊谷厚子宛

○東京の連絡先：江戸川区東松本２-２-14

永井菊子・電話3658-0807

大
間
原
発
反
対
を
つ
ら
ぬ
き

こ
の
場
所
と
自
然
を
ま
も
り
た
い

「
あ
さ
こ
は
う
す
」

熊
谷

厚
子

↑ヤギのギー子

愛犬ディブ、チビ

と厚子さん

←入口の看板
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どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助けに

なるのです。

なぎさ薬局

TEL03-5679-7137／ FAX03-5679-7138

多種類のビタミンをまとめて飲める「マルチビ

タミン」のサプリメントが売れています。ビタミ

ンは 20 世紀初頭、欠乏すると脚気のような命にか

かわる病気を引き起こす物質として発見され、栄

養素の概念を革新しました。

食糧難の記憶が色濃く残る 1950 年代に総合ビタ

ミン剤が発売されると、製薬会社による「滋養強

壮」の宣伝により、日本の中高年世代には「疲れ

たらビタミンを飲む」というイメージがすり込ま

れています。ここ 20 年は「健康補助食品」として

販売が増え、「抗酸化作用で老化を防ぐ」「がんに

効く」などの不確かな情報とともにビタミンＣ・

Ｅ・Ａが注目を浴びています。

●それぞれの役割と効果

ビタミンＣはコラーゲンの合成に大切な役割を

果たすとされ、美肌効果を期待して使われていま

す。また、ストレスに対抗

するホルモンの合成に関わ

り、喫煙によって起こる酸

化反応を抑える力もあるこ

とから「免疫力を高める」

と期待されましたが、治療

や予防に使う水準の効果は

ありません。

ビタミンＥは抗酸化作用が強く、体内の細胞膜

の酸化による老化を防ぐ働きがあります。また、

手足などの末梢血管を拡張して循環を良くする効

果はありますが、心臓血管系の重大な病気の予防

に関しては評価が分かれています。

ビタミンＡは欠乏による夜盲症が有名ですが、

細胞の増殖・分化をコントロールする物質として

臓器の成長・維持に重要な役割を果たしていま

す。妊娠初期の過剰摂取は、胎児に奇形を生じる

ことが警告されています。危険性が高いため、サ

プリメントとしては体内でビタミンＡに変換され

るβカロテンが利用されています。（次回につづく）

「いつでも元気」より転載

編
集
後
記

▼
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
マ
ス
コ
ミ

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
、
プ
ロ
野
球

ド
ラ
フ
ト
会
議
の
話
題
で
す
。
今
年
の

特
徴
は
、
十
二
球
団
中
春
夏
甲
子
園
で

活
躍
し
た
十
一
名
の
高
校
生
が
第
一
指

名
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
未
来
の
日
本
球

界
を
背
負
う
逸
材
た
ち
の
人
生
が
か

か
っ
た
一
大
イ
ベ
ン
ト
が
ド
ラ
フ
ト
会

議
で
す
。
し
か
し
、
意
中
の
好
き
な
球

団
が
あ
っ
て
も
、
く
じ
引
き
で
入
団

チ
ー
ム
が
き
ま
っ
て
し
ま
う
の
が
こ
の

制
度
で
す
▼
日
本
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
で

野
球
と
な
ら
ん
で
人
気
が
あ
る
の
が
Ｊ

リ
ー
グ
の
サ
ッ
カ
ー
で
ず
。
Ｊ
リ
ー
グ

に
は
ド
ラ
フ
ト
が
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ッ

カ
ー
は
欧
州
中
心
に
制
度
が
成
り
立

ち
、
選
手
に
チ
ー
ム
選
択
の
権
利
が
与

え
ら
れ
な
い
の
は
不
公
平
だ
と
、
ド
ラ

フ
ト
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
野
球
が

ド
ラ
フ
ト
で
戦
力
が
均
衡
化
さ
れ
、
今

で
は
弱
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ジ
ャ
イ
ア

ン
ツ
？
▼
巨
人
・
大
鵬
・
卵
焼
き
で

育
っ
た
世
代
の
私
は
、
大
の
巨
人
フ
ァ

ン
で
す
。
長
島
、
王
、
松
井
の
い
た
頃

の
強
い
巨
人
が
懐
か
し
く
思
う
の
は
私

だ
け
で
し
ょ
う
か
？

（
矢
野
）

役立つ健康メモ 64 薬の話№32

マルチビタミン（上）

10月
か
ら
生
活
保
護
の
削
減

が
強
行
さ
れ
ま
し
た
。
食
費
や

光
熱
費
な
ど
の
「
生
活
扶
助
」

の
支
給
基
準
額
が
見
直
さ
れ
、

引
き
下
げ
は
受
給
世
帯
の
約
７

割
に
及
び
ま
す
。

ま
さ
に
そ
の
時
、

10月
２
日

え
ど
が
わ
革
新
懇
主
催
の
懇
談

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ

は
「
憲
法

15条
と
政
治
革
新
」
、

講
師
は
全
生
連
（
全
国
生
活
と

健
康
を
守
る
会
連
合
会
）
の
西

野
武
さ
ん
で
す
。

お
話
の
あ
ら
ま
し

生
活
保

護
制
度
は
病
気
や
け
が
、
事
故

な
ど
で
働
け
な
く
な
っ
た
り
、

年
金
が
少
な
く
て
貯
金
も
底
を

つ
い
た
り
し
た
時
に
生
活
を
支

え
て
く
れ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
で
、
憲
法

15条
が
権
利
と
し

て
保
障
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
政
府
は
生
活
保
護
基

準
を
２
０
１
３
年
か
ら
２
０
１

５
年
の
３
年
間
で
６
７
０
億
円

引
き
下
げ
、
さ
ら
に
２
２
０
億

円
も
削
り
ま
し
た
。
市
民
は
引

き
下
げ
憲
法
訴
訟
（
い
の
ち
の

と
り
で
裁
判
）
に

19都
道
府
県

１
０
２
２
人
が
原
告
と
し
て
闘
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
判
決
が
出
な

い
う
ち
に
政
府
は

10月
か
ら
１

６
０
億
円
も
引
き
下
げ
た
の
で

す
。こ
れ
は
オ
ス
プ
レ
イ
一
機
分

の
金
額
で
す
。

生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ

は
、
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
低

所
得
者
を
対
象
と
す
る
多
く
の

施
策
（
医
療
、
福
祉
、
年
金
な

ど
）
に
影
響
が
で
ま
す
。
基
準

引
き
下
げ
へ
の
抗
議
は
、
審
査

請
求
運
動
に
発
展
し
、
２
０
１

３
年
か
ら
の
３
年
間
で
２
万
５

千
件
の
請
求
を
行
っ
て
い
ま
す
。

全
生
連
は
「
い
の
ち
の
と
り

で
裁
判
全
国
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の

中
心
に
な
っ
て
訴
訟
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
個
別
の
問
題
で
は

４
件
が
勝
訴
し
て
い
ま
す
。

懇
談
の
中
で

私
の
母
は

90

代
。
昔
は
仕
立
て
業
を
営
ん
で

い
た
が
少
な
い
収
入
で
年
金
も

掛
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
で
も
工

面
し
て
や
っ
と
の
思
い
で
掛
け

て

17年
、
い
ま
月
４
万
３
千
円

で
暮
ら
し
て
い
る
。
食
べ
る
こ

と
さ
え
大
変
な
生
活
の
上
に
入

退
院
も
あ
り
、
私
は
援
助
し
続

け
て
い
る
。
あ
る
と
き
隣
り
の

ベ
ッ
ド
の
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
人
が
７
万

円
を
自
由
に
使

え
て
い
い
、
あ

れ
買
っ
た
、
こ

れ
買
っ
た
と
吹

聴
す
る
。
聞
か

さ
れ
た
母
は
こ

ん
な
不
平
等
が

あ
っ
て
い
い
の
か
と
い
つ
も
怒
っ

て
い
る
。
（
Ｈ
さ
ん
の
発
言
よ

り
）こ
こ
に
は
貧
し
い
者
同
士
が

分
断
さ
れ
て
い
る
構
図
が
見
え

ま
す
。
「
保
護
は
受
け
た
く
な

い
」
「
肉
親
が
面
倒
見
る
の
が

当
た
り
前
」
と
い
う
風
潮
が
あ

る
一
方
で
、
い
わ
れ
の
な
い
生

活
保
護
バ
ッ
シ
ン
グ
が
あ
り
ま

す
。
憲
法

15条
が
権
利
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
憲
法
を
守
ら
ず
、

貧
困
を
放
置
し
て
い
る
政
権
こ

そ
が
元
凶
で
す
。

（
小
林
）

国
民
生

活
全
体
を
悪
化
さ
せ
る

生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ

―
え

ど
が

わ
革

新
懇

の
学

習
会

か
ら

―

生活保護の見直し例 現在 2018年10月～ 2020年10月～ 増減

40代夫婦子ども2人

（小・中学生）

都 205,000円 202,000円 196,000円 減

町 164,000円 162,000円 159,000円 減

40代ひとり親と子ども

2人（小・中学生）

都 200,000円 197,000円 192,000円 減

町 165,000円 166,000円 166,000円 増

50代の単身
都 80,000円 79,000円 76,000円 減

町 65,000円 65,000円 66,000円 増

65歳の単身
都 80,000円 78,000円 76,000円 減

町 64,000円 64,000円 64,000円 減

75才の夫婦
都 110,000円 110,000円 111,000円 増

町 80,000円 92,000円 97,000円 増

生活保護基準によって決められ、影響を

受ける制度がこんなにあります

◇最低賃金、老齢基礎年金、住民税の課

税基準

◇国民健康保険の保険税・料と医療費の

減免制度

◇介護保険料、障がい者の医療費の減免

制度

◇公営住宅家賃の減免制度

◇義務教育の就学援助や高校授業料の減

免制度

◇保育料や出産の費用が安くなる入院助

産の費用

◇住民税や固定資産税の減免制度

※ 都は大都市部 町は主に町村部
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※休診日は日曜・祭日・年末年始
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内

江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内

江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～12時30分
松村所長 和泉祐一 松村所長

新田英昭注②
診療受付

10:00～
12:30

（訪問診察）

関口康宣

第1.3.5
安藤浩

第2.4
工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①

予約外来
松村所長

注①

予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①

予約外来
松村所長

関口康宣
（訪問診察）

休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～
12時30分

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

佐藤武文
(内科・神経内科)

田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司

(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮

第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村所長

(内科)

外来休診

田村所長

(訪問診療)

大内修司
(内科・糖尿病)

佐野裕之

(訪問診療)

田村所長
(内科)

外来休診

休診田村所長

(訪問診療)

夜間

18時～20時
休診

田村所長

(内科)

大倉哲朗

(内科外科)
休診

田村所長

(内科)
休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 瀬底

午後

14時～17時
高野所長 高野所長

外来休診
高野所長

外来休診
休診

訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

マ
イ

バ
ス

ケ
ッ

ト

葛
西

み
な

み
高

校
入

口

環
七

通
り

↑

バスターミナル

浦安方面→

社
会
保
障
の
拡
充
や
医
師
、
看

護
師
、
介
護
職
員
、
保
育
士
な
ど

の
大
幅
増
員
と
処
遇
改
善
、
憲
法

改
悪
反
対
な
ど
を
求
め
て
、

10月

11日
「
憲
法
い
の
ち
社
会
保
障
ま

も
る
国
民
集
会
」
が
日
比
谷
野
外

音
楽
堂
で
開
か
れ
、
３
７
０
０
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。

会
場
は
、
全
国
か
ら
参
加
し
た

人
々
で
昼
前
か
ら
埋
ま
り
、
江
戸

川
健
康
友
の
会
か
ら
も

10人
が
参

加
し
ま
し
た
。

大
会
実
行
委
員
会
を
代
表
し
て

挨
拶
を
し
た
日
本
医
労
連
の
森
田

し
の
ぶ
さ
ん
は
、

「
ひ
と
り
一
人
が
健

康
に
生
き
、
働

き
、
生
活
で
き
る

社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
憲
法
ま
も

れ
の
声
を
大
き
く

広
げ
ま
し
ょ
う
。

社
会
保
障
の
解
体

と
戦
争
す
る
国
づ

く
り
は
許
さ
な
い

と
国
民
に
訴
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し

た
。ゲ
ス
ト
の
「
戦

争
さ
せ
な
い
９
条
壊
す
な
総
が
か

り
行
動
実
行
委
員
会
」
の
菱
山
南

帆
子
さ
ん
か
ら
は
「
医
療
・
福
祉

の
切
り
捨
て
反
対
と
軍
事
費
削
減

を
一
つ
の
も
の
と
し
て
た
た
か
い

ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
地
を
這
う

よ
う
な
活
動
と
３
０
０
０
万
人
署

名
が
功
を
な
し
て
、
改
憲
論
議
は

安
倍
総
理
の
思
う
よ
う
に
進
ん
で

い
ま
せ
ん
。
市
民
と
野
党
の
地
道

な
た
た
か
い
で
、
最
後
ま
で
が
ん

ば
り
抜
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

力
強
い
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
立
憲
民
主
党
、
日
本
共

産
党
か
ら
国
会
議
員
が
参
加
し
、

挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

各
分
野
の
５
人
が
発
言
し
、
医

師
ユ
ニ
オ
ン
代
表
か
ら
「
厚
労
省

は
働
き
方
改
革
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
過
労
死
で
亡
く
な
っ
て
い
る

医
者
が
い
る
の
に
医
師
は
労
働
者

じ
ゃ
な
い
と
い
わ
れ
て
話
に
な
り

ま
せ
ん
。
４
割
の
人
が
過
労
死
ラ

イ
ン
と
い
う
状
況
、
医
者
も
健
康

を
守
れ
な
い
、
患
者
の
医
療
も
守

れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
」
と
訴

え
が
あ
り
ま
し
た
。

介
護
現
場
か
ら
は
、
「
大
変
深
刻

な
人
手
不
足
。
募
集
を
出
し
て
も

人
が
来
な
い
。
介
護
保
険
制
度
の

改
悪
と
雇
用
形
態
、
賃
金
が
低
い

か
ら
で
す
。
み
ん
な
ギ
リ
ギ
リ
の

状
態
で
働
い
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
で
は
社
会
保
障
制
度
そ
の
も
の

と
老
後
の
生
活
が
崩
れ
て
し
ま
し

ま
す
。
」
と
切
実
な
訴
え
が
あ
り
ま

し
た
。

集
会
は
ア
ピ
ー
ル
を
読
み
上

げ
、
厚
生
労
働
省
に
向
け
、
「
い
の

ち
ま
も
る
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
か

か
げ
、
「
軍
事
費
を
削
っ
て
社
会
保

障
に
ま
わ
せ
！
」
な
ど
の
コ
ー
ル

を
行
い
ま
し
た
。

集
会
の
後
、
参
加
者
は
銀
座
パ

レ
ー
ド
を
行
い
江
戸
川
友
の
会
会

員
も
参
加
ま
し
た
。

（
森
岡
）

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。
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〝いのちまもる〟のプラカードを胸に会場の舞台に勢ぞろいした

友の会・東部地域の参加者

江戸川健康友の会の仲間


